
琴芝小 

実践⑥ 
ペットボトルで米づくり 

実施日時 ６月～１２月 実施場所 教室 

対象 ５年生 指導者 栄養教諭 ・ 担任 ・ （ JA    ） 

視点 ・食事の重要性 ・感謝の心 ・心身の健康 ・社会性 ・食文化 ・食品を選択する能力 

ねらい 
社会科および総合学習でお米について学習をしている。米の生産の過程を実際に体験する

ことで、生産時の苦労や食糧の大切さについて学び感謝の気持ちを育む。 

内容 

〇 芽出し（５／１４ １・２校時） 

  ・ＪＡの方より米作りについて説明。 

  ・長バットにもみ種をまく。 

〇 種まき（５／２０ 1校時） 

  ・苗床に種まきをし、覆土する。 

〇 田植え（６／１０ ３・４校時） 

  ・苗をペットボトルに植え替える。 

〇 中干し（７／２０～２２） 

  ・表面が乾く程度に水をきる。 

〇 稲刈り（１１／１） 

〇 脱穀（１２／６） 

〇 収穫祭 

児童の 

感想 

〇 今年は大凶作で農家でも約半分しかとれていないとききました。学校ではすずめもくる

し、出来も悪いので、農家の人の苦労が少しわかった気がしました。 

〇 一生けん命つくったお米なので少なくても大事においしくいただこうと思います。 

〇 お米を作るのはわたしが思っていたより、大変なんだと思いました。農家の人はこれを

何回もして育てているからすごいと思いました。 

〇 お米を作ったり、野菜をつくったりするのがとても大変で、虫やすずめに気をつけない

といけないことが身にしみて学べました。 

成果と 

課題 

〇 米作りの生産過程を実際に体験することで、米作りの大変さや収穫の喜びを感じること

ができた。 

◯ 収穫までの間に、台風の影響や鳥に食べられる被害を体験することで、天候により収穫

量に大きく変化があることを含め農家の方にはさまざまな苦労があること、安定供給す

るための技術のすばらしさについても学ぶことができた。 

◯ 農家の方や自然の恩恵に感謝をしつつ、食べ物をいただくことにつながった。 

 


